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CASE REPORT

化学療法中に上咽頭転移を来した肺腺癌の 1例
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ABSTRACT ━━ Background. Lung cancer metastasis to the epipharynx is extremely rare. Case. Right cervical
lymphadenopathy appeared after six courses of chemotherapy with cisplatin, pemetrexed, and bevacizumab and
ten courses of maintenance therapy with pemetrexed and bevacizumab for right lung adenocarcinoma
(pT2aNxM1a; stage IVA). Contrast enhanced computed tomography showed cervical lymphadenopathy, and na-
sopharyngeal fiberscopy showed an uplifting lesion in the epipharynx. Consequently, a biopsy during nasopharyn-
geal fiberscopy was performed, leading to a diagnosis of lung adenocarcinoma with epipharyngeal metastasis. Ra-
diation therapy improved the symptoms. Conclusion. When neck swelling or nasopharyngeal symptoms are ob-
served in lung cancer patients, it is considered that an appropriate treatment selection can be made by carefully
examining the presence of lung cancer metastasis and head and neck cancer.
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要旨━━背景．肺癌の咽頭転移は極めて稀である．症
例．60歳代男性．右肺腺癌（pT2aNxM1a stage IVA）に
対して cisplatin＋pemetrexed＋bevacizumabによる化
学療法を 6コース施行し，維持療法 pemetrexed＋
bevacizumabを 1 0コース施行後に右頚部腫脹および鼻
閉感が出現した．造影 C Tにて頚部リンパ節の腫大を認
め，鼻咽頭ファイバーでは，上咽頭に腫瘤性病変を認め
た．頚部リンパ節および上咽頭腫瘤性病変の生検を施行

し，組織学的に肺腺癌の転移と診断した．同転移巣への
放射線治療を施行した後に nivolumabを投与し，症状の
改善と長期の局所制御が得られた．結論．非小細胞肺癌
における上咽頭転移は極めて稀であり，治療中に上咽頭
の病変が出現した場合は，上咽頭癌との組織学的な鑑別
が重要である．
索引用語━━肺癌，上咽頭転移

はじめに

原発性非小細胞肺癌は癌進展の比較的早期から遠隔転
移を起こしやすい疾患である．脳や骨，副腎など様々な

部位に転移を来すことが知られているが，上咽頭への転
移は極めて稀である．1 今回，我々は肺腺癌の治療中に上
咽頭に転移を来した 1例を経験したので報告する．
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Figure 1.　a) Contrast enhanced CT showed a 20-mm mass in the right posterior neck. b) Cer-
vical echo showed an irregularly marginal and internally uneven nodule in the right posterior 
neck. c) Nasopharyngeal fiberscopy showed an uplifting lesion in the epipharynx.
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症 例

症例：60歳代男性．
主訴：右頚部腫脹，鼻閉感．
既往歴：特記すべきことなし．
喫煙歴：20本/日×43年間．治療時は禁煙中．
現病歴：X－2年 8月，右上葉肺癌疑いで胸腔鏡下に手
術を施行したが胸水を認めたため，術中迅速診断に胸水
を摘出し悪性細胞を認めたため試験開胸となり，肺腺癌
（肺癌取扱い規約第 7版）pT2aNxM1a，stage IVA，EGFR

遺伝子変異陰性，ALK融合遺伝子陰性であった．Cis-

platin＋pemetrexed＋bevacizumabを計 6コース施行
後に維持療法として pemetrexed＋bevacizumabを 10
コース施行中の X年 2月，右頚部の腫脹と鼻閉感を自
覚，右頚部リンパ節転移および頭頚部悪性腫瘍が疑われ
たため精査目的に耳鼻咽喉科紹介となった．造影 CTお
よび超音波検査で右頚部に 20 mm大の低吸収を示すリ
ンパ節転移を疑わせる腫瘤を認めた（Figure 1a，1b）．原
発性肺癌または頭頚部癌のリンパ節転移が疑われたため
耳鼻咽喉科にて鼻咽頭ファイバーを施行したところ上咽
頭右側に一部潰瘍を伴う粘膜平滑な隆起性病変が認めら
れた（Figure 1c）．これらの所見から，上咽頭癌の頚部リ



A Case of Lung Adenocarcinoma with Epipharyngeal Metastasis―Sato et al

Japanese Journal of Lung Cancer―Vol 63, No 2, Apr 20, 2023―www.haigan.gr.jp 113

Figure 2.　a) Pleural fluid cytology at exploratory thoracotomy. b) Cytology of the cervical lymph node. c) His-
topathology of the epipharyngeal tumor (hematoxylin-eosin staining) showed atypical cells similar to primary 
lung cancer. d) Positive staining for NapsinA.
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ンパ節転移を疑い，右後頚部リンパ節に対して穿刺吸引
細胞診が，上咽頭腫瘍に対しては組織生検が施行された．
細胞診および組織診断で，各々より核不整を示す原発性
肺腺癌と類似した異型細胞を認め，試験開胸時の胸水細
胞診と類似した粘液を有する細胞や腺管構造が確認さ
れ，免疫組織学的には NapsinA陽性であることから肺腺
癌の上咽頭および右頚部リンパ節転移と診断された
（Figure 2a，2b，2c，2d）．その後，症状緩和目的に上咽
頭から右頚部に対して放射線照射（30 Gy/10回）を施行
した．症状の改善を認め，さらに追加治療で肺腺癌の二
次治療として nivolumabを投与し，その後も病勢コント
ロール良好であり長期生存中である．

考 察

原発性肺癌は，遠隔転移を来しやすい癌腫と報告され
ており，原発性肺癌全体の 49.4％が対側肺への転移を認
めており，加えて肝臓や骨，副腎への転移の割合が高い
と報告されている．1 今回，我々は，非小細胞肺癌に対す
る化学療法中に上咽頭転移を来した症例を経験した．
頭頚部領域への転移は，鼻腔と副鼻腔が多く，原発巣
は腎癌が最も多いと報告されている．2 原発性肺癌が上

咽頭に転移することは非常に稀である．上咽頭に発生す
る悪性腫瘍は中枢神経系を除いた頭頚部悪性腫瘍の中で
も約 4%と稀である．3 我々が検索しえた範囲では，肺癌
の上咽頭転移症例の報告は国内外で 4例のみであっ
た．2-5 本症例を含む 5例の年齢，肺癌の組織型，転移時の
症状などに明らかな傾向はみられなかったが，治療方針
に関してはどの報告例も局所コントロール目的に上咽頭
腫瘍の姑息的な切除または焼灼，放射線照射が行われた
後，原疾患である原発性肺癌の化学療法が行われている
（Table 1）．
本症例では，原発性肺癌に上咽頭癌を合併した重複癌
の可能性も考えられたが，上咽頭の HE染色で原発性肺
腺癌と類似した異型細胞を認め，頚部リンパ節の細胞診
では試験開胸時の胸水細胞診と類似した粘液を有する細
胞を認めた（Figure 2a，2b，2c，2d）．この結果から原発
性肺癌の上咽頭転移および頚部リンパ節転移と診断し
た．
上咽頭腫瘍の症状は上咽頭の解剖学的構造から腫瘍が
増大するまで症状は乏しいが，腫瘍の増大に伴い鼻腔症
状として鼻閉感や鼻出血が起きる場合があり，頭蓋底に
浸潤すると神経麻痺が拡大し多彩な神経症状が出現する
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Table　1.　Examination of Lung Adenocarcinoma with Epipharyngeal Metastasis

Sex/
Age Type Stage 

(7th) Symptoms Metastasis Therapy Reference

12 M/30s Ad IIIB Nose bleed, Stuffy nose Epipharynx, Nasal cavity, 
Palatine tonsil

Palliative resection Ii et al.

23 F/80s Large IV Stuffy nose Epipharynx Radiotherapy Takada et al.
34 M/50s Ad IIB Hemoptysis, Stuffy nose Nasopharynx Radiotherapy Wong et al.
45 M/60s Sq IIIA ― Torus tubarius Ablation Hu et al.
5 M/60s Ad IVA Trachelophyma Epipharynx, Cervical 

lymph node
Radiotherapy Our case

ことがある．6 また，鼻腔領域への肺癌の転移症例の症状
では，疼痛が多いとの報告もある．7

上咽頭病変に対する治療としては，鼻腔症状による
QOL低下に対する局所コントロールが重要と考えられ
る．QOL改善を目的とした治療として，上咽頭腫瘍の姑
息的な切除または焼灼，放射線照射などが選択される
（Table 1）．本症例では転移巣に対して症状改善目的に姑
息的に放射線照射を施行したことにより，症状の軽減と
病変の縮小が認められ，局所の病勢コントロールが可能
となった．その結果，原発性肺癌に対する化学療法が長
期間継続可能となった．上咽頭転移により生じる自覚症
状に対する治療は QOLを維持し，その後の原発巣の治
療継続には重要であると考えられた．

結 語

今回我々は，化学療法中に上咽頭転移を来した極めて
稀な肺腺癌の 1例を経験した．非小細胞肺癌に対する治
療中に上咽頭の病変が出現した場合は，上咽頭癌との組
織学的な鑑別が重要である．
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